神野地区集落地区計画　適合確認書
	項　目
	届出者
記入欄
	ﾁｪｯｸ欄
	備考

	地区計画名称
	神野地区集落地区計画
	
	
	

	地区の名称
	低層専用住宅地区
	
	
	

	
	低層一般住宅地区（A）
	
	
	

	
	低層一般住宅地区（B）
	
	
	

	
	地域利便地区
	
	
	

	建築物等の用途の制限（計画書に適合している）
	
	
	

	地区施設道路の基準を満たしている
	
	
	

	建ぺい率の
最高限度
	低層専用住宅地区
	5/10
	/
	
	

	
	低層一般住宅地区（A）
	6/10
	
	
	

	
	低層一般住宅地区（B）
	
	
	
	

	
	地域利便地区
	
	
	
	

	建築物の
敷地面積の
最低限度
	低層専用住宅地区
	250㎡
	　　　㎡
	
	

	
	低層一般住宅地区（A）
	200㎡
	
	
	

	
	低層一般住宅地区（B）
	130㎡
	
	
	

	
	地域利便地区
	200㎡
	
	
	

	建築物の高さの最高限度
	低層専用住宅地区
	10ｍ
	　　　ｍ
	
	

	
	低層一般住宅地区（A）
	
	
	
	

	
	低層一般住宅地区（B）
	
	
	
	

	
	地域利便地区
	12ｍ
	
	
	

	北側斜線制限
	低層専用住宅地区
	5ｍ+1.25L
以下
	
	
	

	
	低層一般住宅地区（A）
	
	
	
	

	
	低層一般住宅地区（B）
	
	
	
	

	
	地域利便地区
	10ｍ+1.25Ｌ
以下
	
	
	

	道路斜線制限
	1.25W以下
	
	
	

	壁面の
位置の制限
	低層専用住宅地区
	敷地境界線から1ｍ以上
	　　　ｍ
	
	

	
	低層一般住宅地区（A）
	－
	
	
	

	
	低層一般住宅地区（B）
	
	
	
	

	
	地域利便地区
	
	
	
	

	建築物の外壁・屋根等の色彩
	外壁
	色　相
	明　度
	彩　度
	色相
　　　　　
明度
　　　　　
彩度
　　　　　
	
	

	
	
	7.5ＹＲ～10Ｙ
	7以上
	2以下
	
	
	

	
	屋根
	色　相
	明　度
	彩　度
	色相
　　　　　
明度
　　　　　
彩度
　　　　　
	
	

	
	
	2.5Ｒ～10Ｙ
	5以下
	4以下
	
	
	

	
	· 周辺環境と調和した落ち着いた雰囲気とすること
· 寒色系のブルーやグリーンでは、低彩度色であっても極端に明るい色（明度9程度以上）は突出した印象を受ける場合があるので注意すること
· その他、天然素材や天然色を生かしたもので上記の色範囲外で調和する場合については備考欄に記述のこと

	屋根の形状
	陸屋根を避け、勾配屋根にすること
	
	
	

	屋外広告物等
	周辺環境と調和した落ち着いた雰囲気とすること
	
	
	

	垣・さくの設置について
	低層専用住宅地区
	1.2ｍ以下
	
	
	

	
	低層一般住宅地区（A）
	
	
	
	

	
	低層一般住宅地区（B）
	
	
	
	

	
	地域利便地区
	－
	
	
	

	
	集落地区施設道路の計画線に抵触しないこと
	
	
	


※L=前面道路の反対側の境界線又は隣地境界線までの真北方向の水平距離(ｍ)、W=前面道路の幅員(ｍ)
